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図書館通信 
中高生版 2022 年 2 月号 №8 

３月 

新着図書 

２月 

 

図書館 

カレンダー 
 

 この印が休みの日です 

 

 

図書館の中はマスク着用でお願いします。 

開館時間 １０時～１８時 

日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28      

１６日は、館内整理日のためお休みです。 

日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   
 

蔵書点検のため９日から１６日までお休みです。 

３１日は、年度末業務のためお休みです。 

第４水曜日は開いています！ 

＜YA・小説＞ 

『虹いろ図書館のかい 

じゅうたち』 
 

櫻井 とりお／著 

河出書房新社 

＜YA・小説＞ 

『一ノ瀬ユウナが浮いて

いる』 
 

乙一／著  集英社 

＜YA・小説＞ 

『博物館の少女 

怪異研究事始め』 
 

富安 陽子／著  偕成社 

＜YA・哲学＞ 

『はじめて学ぶ環境 

倫理』 
 

吉永 明弘／著  筑摩書房 

＜一般・小説＞ 

『あなたの後ろにいる 

だれか』 
 

恩田 陸ほか／著  新潮社 

＜一般・ノンフィクション＞ 

『ぼくはテクノロジーを

使わずに生きることに

した』   
マーク・ボイル／著   
吉田 奈緒子／訳  紀伊國屋書店 

＜一般・学校＞ 

『社会福祉学部 中高生

のための学部選びガイド』 
 

元木 裕／著  ぺりかん社 

＜一般・社会＞ 

『これが日本の正体！ 

池上彰への 42の質問』 
 

池上 彰／著  大和書房 

＜一般・ペット＞ 

『ハチワレ猫ぽんたと 

過ごした 1114日』 
 

宮脇 灯子／著  河出書房新社 

＜一般・絵本＞ 

『ぼく モグラ キツネ 

馬』 
 

チャーリー・マッケジー／著   

川村 元気／訳  飛鳥新社 

  

 「高校生が選ぶ友だちにすすめる本」のベスト 10が発表

されました。これは長崎県が県内の高校生に、友だちにすす

める“勇気や元気をくれる本”というテーマでアンケートをと

り選定したものです。 

 ベスト 3は、1位『君の膵臓をたべたい』（住野 よる  双葉社） 

2位『聖域』（コムドットやまと  KADOKAWA） 3位『桜のような僕

の恋人』（宇山 佳佑  集英社）という結果になりました。 

４位から１０位までの本は、図書館内に掲示しているポス

ターや、長崎県教育庁生涯学習課のホームページ（「長崎県

子ども読書活動」で検索）をご覧ください。 

寒さが一段と厳しくなりました。 

換気のために窓を開けていますの

で、暖かい服装で来てくださいね。 



 

 

 

はっさくさんの本棚 今月の特集コーナー 

『わたしの外国語漂流記』 
（河出書房新社／編 河出書房新社） 

 

日本語にはあたり前にある言葉が、外国語にはないこと

があります。マレーシア領ボルネオ島の人が使うプナン語に

は、「ありがとう」を意味する言葉がないそうです。このよう

な文化の違いや外国語の習得法など、海外生活をした人々

の体験記です。 

＜児童書テーマ＞  「世界を知ろう 南半球編」 

＜一般書テーマ＞  「感謝を伝えたい」 

『しずかな日々』 
（椰月 美智子／著  講談社） 

 

小学５年生の新学期、新しいクラスで出会った友人・先生

そして肉親との出会いが、孤独だった少年の日常に大きな

変化をもたらしました。周囲の人に感謝し、幸せな日々を過

ごしていたある日、偶然見た母の姿に驚きます。 

 

 

 先日図書館で研修をされた先生方から、好きな本や図書館の思い出

について語ってもらったぞ。 

まずは、長与第二中学校の神﨑先生が好きな本じゃ。 

ミックンのおじいちゃん 

はっさくさん 

 友達との楽しかった思い出の 1 つとして図書館があるなんて、わしも嬉しいのう。

先生方、ありがとうございます。また長与町図書館へ、是非いらしてください！ 

『世界から猫が消えたなら』   （川村 元気／著 マガジンハウス） 

 ある日、余命 1週間の“僕”の目の前に悪魔が現れました。その悪魔は「この世界か

らあるものを 1 つだけ消す。その代わり寿命を 1日あげよう。」という取引をもちか

けてきました。世界からものが消されるたびに、そのものに関する思い出も消えて

いきます。寿命をとるか思い出をとるかを葛藤する主人公に感情移入し、大切なも

のとは何かを考えさせられる作品です。映画化もされており、とても読みやすいの

で、ぜひ手に取ってみてください。 

 佐藤健さん主演映画の原作じゃな。みんなの感想も教えてほしいのう。 

 次は、鳴滝高校の松山先生から聞いた、長与町図書館の思い出じゃ。 

 

 図書館の外観を見て、「うわー、懐かしい！」と思わず声をあげました。約１０年ぶ

りに来た長与町図書館は変わっていませんでした。 

 研修で３日間、返却や貸し出しなどのお手伝いをさせていただきました。本や館内

を見ると、この本が好きだったな、この場所で友人と本を読んでいたなと懐かしい

思い出がよみがえってきました。 

 久しぶりに長与町図書館で本を借りたくなりました。利用者カード、探します。 


